
124 年ぶりに２月２日が節分の日となっ
た今年、園部保育所では、園児たちによる
豆まきが行われました。

園児たちは、手作りの枡
ま す

を持って、元気
よく「鬼は外！福はうち！」と豆をまきま
した。当日はその様子を市のドローンでも
撮影。豆まきと一緒に楽しい
思い出づくりになりました。
市ドローンチームの活動日記
はこちらから▶
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春４月。市長室の壁にかかるカレンダーは菜の花
に蝶が舞う「滝平二郎」のきりえです。滝平二郎は、
大正 10 年 4 月に旧玉里村で生まれ、石岡農学校（現
石岡一高）を卒業後、きりえ作家として活躍されま
した。今年生誕 100 年。郷土の詩情あふれる作風
は石岡駅のステンドグラスでもおなじみのことと思
います。昭和 45 年から朝日新聞で連載が始まり、
家族の何気ない日常が描かれたきりえには、平穏へ
の愛を感じます。
　コロナ禍で迎える新年度に、希望や不安、様々な
思いを抱いていらっしゃる方も多いことと思いま
す。東日本大震災から 10年が経った今、あらため
て地域の魅力や、何気ない日常が人間としての幸福
だということを、感じて欲しいと思います。
　文化芸術はふるさとの誇
りであり、地域への愛着を
深める上で私たちの財産で
す。心の豊かさや幸福感を
感じることができる石岡市
を目指していきます。
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